
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 

 
 

 

  
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

  
 
 
 
 
 

 
 

 

  
 
 
 
 
 

 
 

 

  
 
 
 
 
 

 
 

 

  

○ 生徒の学力に個人差  が広がっている。 

○ 学力向上に向けた質  的側面として、 

｢授業改善｣が求めら  れている。 

１ 目 的 

言語は、知的活動（論理や思考）だけではなく、コミュ

ニケーションや感性・情緒の基盤であり、豊かな心を育

む上でも、言語に関する能力を高めていくことが重要で

ある。国語科で言語活動を行う能力を培い、それを踏ま

えて各教科等で言語活動を充実させる取組を通して授業

改善を図り、学力向上につなげる。 
 

２ 実施方法 

(１)国語科では、記録、要約、説明、論述といった言語

活動を行う能力を培う。 

(２)各教科等では、知的活動の基盤という言語の役割の観点

から、知識・技能を活用する学習活動を充実させる。 

(３)生徒の考えや意見を交流する場面等を授業に意図的

に取り入れる。 

(４)学び合う内容について理解を深めるため、授業の目

標を明確に示す。 

                            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目 的 

  生徒の学力の実態を継続的に調査し、生徒の特性や学習

指導改善の手だてを明らかにする。 
 

２ 実施時期と方法 

 (１)全国学力・学習状況調査 

   東京都児童・生徒の学力向上を図るための調査 

   練馬区立小学校・中学校学力等調査 

により、生徒の学力調査を行う。 

 (２)調査実施後 

   生徒の学力の実態を把握し、何ができて何ができなか 

ったのか、それはなぜか等を分析し、「学力調査から授 

業改善へ」を検討する。 

 (３)分析終了後 

   「年間指導計画」および「授業展開や方法」の見直し 

に活用し、授業改善につなげる。 

   調査結果は、個人票として三者面談で配付し、家庭へ 

の学習に対する意識付けのために活用する｡ 

１ 目 的 

読書活動を通して、言語に関する能力をはぐくみ、読解力を育

成する。そのために、全校体制で「読書活動の充実」に取り組む。 
   

２ 実施方法 

 (１)朝読書：朝の１０分間全校一斉に行い、感想文や紹介文を作

成する。 

 (２)課題図書：国語科より各学年年間６冊を課す。 

 (３)ブックトーク：地域の図書館と連携を図り、本の紹介を実

施する。 

 (４)中学生に薦める本：全教職員と保護者による推薦本とその

理由を冊子にして、夏休み前に配布する。 

 (５)国語科の授業：「読書単元」を設定し、読書をテーマにした

授業を実施する。 

 (６)読書感想文コンクール：国語科主催の校内読書感想文コン

クールを実施し、優秀作品は文化発表会で生徒が発表する。 

 (７)道徳授業地区公開講座との連携：課題図書を題材として取

り上げ、各学年読書活動と関連させて行う。 

 

平成 21 年度 

―学力向上に向けた 授業改善の実践― 

平成 22・23 年度 
―読書指導を基盤と した全教科の取組― 

平成 19・20 年度 

平成 16・17 年度 

平成 18 年度 

１ 目 的 

  生徒を対象に実施する授業評価アンケートを分析

して、授業の課題や授業改善の視点を明らかにする｡ 
   

２ 実施時期と方法 

 (１)６～７月の指導単元の終了時 

   「いい授業をつくるために」というマークシート 

形式のアンケートを行う｡質問は､全教科共通の 

   「(生徒自身の) 授業の受け方」 

   「(授業者の) 授業の仕方」に関する項目と、 

   「各教科における言語活動の取組」に関する項目 

から成る。 

 (２)夏季休業中 

   マークシートの集計を行い、項目ごとに経年比較 

をして、課題や視点を明らかにする。 

   これを踏まえ、授業改善の取組の内容と方法を明 

確にするために「授業評価から授業改善へ」を検討 

する。 

 (３)分析終了後 

   「授業評価から授業改善へ」をもとに授業改善に 

取り組む。 
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